





















































































































































































































































































































































れたのである。リグ・ヴェーダの成立は紀元前 1500 年〜1000 年頃と推定され
ている。















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































52 専修国文 第 92 号
イスラムの影響とカビールの思想に同感して、グル・ナーナク（1469 年

































































(二）リーティー・カール （作詩法文学時代）、16 世紀〜19 世紀
リーティー・カールと呼ばれるヒンディー文学中期の歴史的、政治的、社会
的状況を、まず述べておく。16 世紀から 19 世紀に掛けて、インドにムガール
朝の統治が確立され、ヒンドゥー諸王が力を失っていった。17 世紀は歴史上
「黄金期」と呼ばれ、インドは経済的に安定し繁栄した時代となった。ムガー












































セーン）である。1830 年から 1860 年に執筆し、彼の代表作は『ヴィラハ・ヴ
ァリシュ』、『イシュク・ナーマ』である。後者は直訳すると「恋愛物語」とな
り、恋愛に於ける女性の心理を述べた詩集で、当時、大きな評判を集めた。そ










































1876 年から 1905 年に掛けて、インド史上でも稀な大飢饉が起こった。1876 年























































































































年〜1977 年）、ジャエシャンカル・プラサード（1890 年〜1938 年）、女流のマ
ハーデーヴィー・ヴァルマー（1907 年〜1987 年）の名前が挙げられる。
インドの独立運動を呼びかける力強い詩を残したニラーラーの本名はスール
















































































































































































































































究の現状、問題と将来性』、（『立命館言語文化研究』21 巻 3 号 2009 年）
・臼田雅之、『叙述における歴史と文学の関係』＜インド文学史＞、（『南アジ
ア言語文化』東京外国語大学、第 4号、2006 年 3 月）
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